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～はじめに～  

 

近年、児童相談所や市町村が対応するこどもの虐待件数は大幅に増加してお

り、本市においても、例外ではありません。 

 

 令和５年５月には、市内において児童虐待による死亡事案が発生したことも

あり、津市児童虐待防止等ネットワーク（要保護児童対策地域協議会）として

も、より一層の関係機関との連携等による虐待の未然防止、早期発見・早期対

応等の再発防止の取組が求められています。 

 

これらをふまえ、本市では地域における児童虐待防止の機能の向上を図り、

関係機関が連携して、虐待の早期発見、早期対応に結びつけていくことを目的

として、今般「津市児童虐待防止・対応ハンドブック」を作成しました。 

 

こどもの福祉・教育等に関わる関係機関におかれましては、このハンドブッ

クをご活用いただき、本市のこどもたちの健やかな育ちや輝かしい未来を守る

ことができるよう、ご理解・ご協力いただきますようお願い申し上げます。 

 

 

令和６年９月   津市児童虐待防止等ネットワーク 

（要保護児童対策地域協議会） 

津市健康福祉部こども家庭センター 

 

『ハンドブックにおいて使用する用語の法令上の解説』 

《児童福祉法》 

  ⑴ 児童‥‥‥‥１８歳に満たない者 

   ア 乳児‥‥‥満１歳に満たない者 

イ 幼児‥‥‥満１歳から、小学校の始期に達するまでの者 

   ウ 少年‥‥‥小学校就学の始期から、満１８歳に達するまでの者 

  ⑵ 妊産婦‥‥‥妊娠中または出産後１年以内の女子 

  ⑶ 保護者‥‥‥親権を行う者、未成年後見人その他の者で、児童を現に監護する者 

《こども基本法》 

こども‥‥‥心身の発達の過程にある者 

※本ハンドブックでは特別な場合を除き、平仮名表記の「こども」を用いています。 
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第１章 児童虐待の基本的理解   

 

１ こどもの権利と児童虐待  

  児童福祉法（第１条）において、「全て児童は、児童の権利に関する条約

の精神にのっとり、適切に養育されること、その生活を保障されること、愛

され、保護されること、その心身の健やかな成長及び発達並びにその自立が

図られることその他の福祉を等しく保障される権利を有する。」とされてい

ます。 

児童虐待は、こどもの心身の成長及び人格の形成に重大な影響を与えると

ともに、次の世代に引き継がれるおそれもあり、こどもに対する最も重大な

権利侵害です。 

児童虐待への対応に際しては、常にこうした認識に立ち、「子どもの権利擁

護」を図るよう努めることが求められます。 

 

 

コラム①『子どもの権利条約（児童の権利に関する条約）』 

１９８９年１１月２０日国連総会において採択された、すべてのこどもたちが持つ基

本的な権利を定めた国際的な条約です。この条約には、以下の４つの原則があり、わが

国の「こども基本法」にも取り入れられています。 

〈子どもの権利条約の４つの原則〉 

・差別の禁止（差別のないこと） 

・子どもの最善の利益（子どもにとって最もよいこと） 

・生命、生存及び発達に対する権利（命を守られ成長できること） 

・子どもの意見の尊重（子どもが意味のある参加ができること） 

※出典：公益財団法人日本ユニセフ協会ホームページ 
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２ 児童虐待とは 

 

「児童虐待」は、保護者（親権を行う者、未成年後見人その他の者で、児

童を現に監護する者）が児童（１８歳に満たない者）に対し行う行為で、児

童虐待の防止等に関する法律では次の４類型に分類されています。 

 

類 型 定 義 具体的な行為（例） 

⑴ 身体的虐待 児童の身体に外傷が生じ、又

は生じるおそれのある暴行を

加えること 

・殴る  ・蹴る  ・叩く 

・投げ落とす  ・激しく揺さぶる 

・やけどを負わせる ・溺れさせる 

・首を絞める 

・縄などにより一室に拘束する 

・意図的にこどもを病気にさせる 

等  

⑵ 性的虐待 児童にわいせつな行為をする

こと又は児童をしてわいせつ

な行為をさせること 

・こどもへの性的行為 

・性的行為を見せる 

・性器を触る又は触らせる 

・ポルノグラフィの被写体とする   

 等 

⑶ ネグレクト 児童の心身の正常な発達を妨

げるような著しい減食又は長

時間の放置、保護者以外の同

居人による他に分類される虐

待行為と同様の行為の放置、

その他の保護者としての監護

を著しく怠ること 

・家に閉じ込める 

・食事を与えない 

・ひどく不潔にする 

・自動車内に放置する 

・重い病気になっても必要な治療を

受けさせない 

・こどもの意思に反して学校等に登

校させない 

・同居人等の虐待を放置する 

 等 

⑷ 心理的虐待 児童に対する著しい暴言又は

著しく拒絶的な対応、児童が

同居する家庭における配偶者

に対する暴力その他の児童に

著しい心理的外傷を与える言

動を行うこと 

・言葉による脅し  

・無視、拒否的な態度 

・きょうだい間での差別的扱い 

・こどもの目の前で家族に暴力をふ

るう 

・きょうだいに虐待行為を行う 

 等 
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３ 児童虐待がこどもに与える影響 

児童虐待は、こどもの心身の成長や人格の形成に重要な影響を与えます。

最近の研究では脳の発達に深刻な影響を及ぼすことがわかってきました。 

児童虐待がこどもに与える具体的な影響例は次のとおりです。 

⑴ 身体への影響 

※死に至る、あるいは重い障害

が残る可能性があります。 

・外から見える傷(やけど、打撲) 

・外から見えない傷(骨折、頭蓋内出血) 

・栄養障害、体重増加不良、低身長 

・愛情不足により成長ホルモンが抑えられる

ことによる成長不全 

・体罰、暴言による脳の萎縮、変形 など 

⑵ 知的発達面への影響 ・落ち着いた学習環境が整わず、知的な発達

が十分に得られない 

・知的発達のために必要な関わりがない、年

齢や発達レベルに対し過大な要求をするこ

とにより知的発達が阻害される など 

⑶ 心理面の影響 

 

・愛着関係を形成することができず、他人と

の信頼関係構築が困難となる 

・自分は愛情を受けるに値する存在ではない

と、自己肯定感を持てなくなる 

・暴力で解決することを学習し、攻撃的・衝

動的になる 

・刺激に対して敏感になり、落着きのない行

動をとり、ＡＤＨＤに似た症状を示す 

・虐待経験のトラウマが放置されると、将来

にわたりＰＴＳＤの影響を受ける 

・精神的に病的な症状を呈する など 

 

 

４ 児童虐待が起こる背景と要因 

虐待は一つの原因で発生するわけではなく、様々な要因が重なったとき、

家族関係が不安定になり、こどもへの虐待が引き起こされます。虐待発生に

つながりそうな要因を除去あるいは軽減することで、虐待の未然防止・再発

の抑止力となるだけでなく、子育て支援や生活支援につながります。 

虐待者は、「加害者」であり、「被害者」でもあると言えます。児童虐待の

発見は、虐待者の「ＳＯＳ」をキャッチし、支援を開始するきっかけと捉え

ることもできます。 
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《児童虐待に至るリスク要因（例）》  

ア 保護者側の要因 ・望まない妊娠 

・若年の妊娠 

・こどもへの愛着形成が十分に行われていない 

・産後うつ病など精神的に不安定な状況 

・性格が攻撃的・衝動的、あるいはパーソナリテ

ィ障害 

・精神疾患、知的障がい、慢性疾患、依存症（ア

ルコール、薬物） 

・育児に対する不安 （保護者が未熟等）、育児の知

識や技術の不足 

・保護者自身の被虐待経験 

・子育ての強い拒否感、不安やストレス 

・体罰容認などの暴力への親和性 

・特異な育児観、脅迫的な育児、こどもの発達を

無視した過度な要求 

イ こどもの要因 ・未熟児 

・障がい児 

・多胎児 

・保護者にとって何らかの育てにくさがある 

ウ 養育環境の要因 ・経済的に不安定な家庭 

・親族や地域社会から孤立した家庭 

・未婚を含むひとり親家庭 

・内縁者や同居人のいる家庭 

・子連れの再婚家庭 

・転居を繰り返す家庭 

・保護者の不安定な就労や転職の繰り返し 

・夫婦内不和、配偶者からの暴力（ＤＶ）等不安

定な状況にある家庭 

エ その他の要因 ・妊娠の届出が遅い、母子健康手帳未交付、妊婦

健康診査未受診、乳幼児健康診査未受診 

・未受診の状態での出産、医師や助産師の立ち会

いがない自宅等での分娩 

・きょうだいへの虐待歴 

・関係機関からの支援の拒否 
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５ 体罰によらない子育てのために 

日本では「しつけのためにこどもをたたくことはやむを得ない」という意

識がいまだ根強く存在します。そうしたしつけの名の下に行われる体罰が

徐々にエスカレートし、深刻な虐待を引き起こす例も多く見受けられます。 

 

《しつけと体罰の違い》 

しつけとは、こどもの人格や才能などを伸ばし、社会に 

おいて自立した生活を送れるようにするためにこどもをサ 

ポートし、社会性を育む行為です。 

一方、体罰とは、軽くても、苦痛や意図的な不快感をも 

たらす行為（罰）です。  

体罰の具体例 

・言葉で３回注意したが言うことを聞かないので、頬を叩いた  

・大切なものにイタズラしたので長時間正座させた  

・友達を殴ってケガをさせたので同じようにこどもを殴った  

・他人の物を盗んだのでお尻を叩いた  

・宿題をしなかったので夕飯を与えなかった  

・掃除をしないので雑巾を顔に押し付けた   など 

体罰以外の暴言等のこどもの心を傷つける行為の具体例 

・ 「お前なんか生まれてこなければよかった」など、こどもの存在を否定す

るようなことを言った  

・やる気を出させるという口実で、きょうだいを引き合いにしてけなした 

 

こうしたことを踏まえ、児童福祉法等の改正により、こどものしつけに

際して体罰を加えてはならないことが法定化され、令和２年４月１日から

施行されました。 

 

《児童福祉法第１４条》 

児童の親権を行う者は、児童のしつけに際して、児童の人格を尊重すると

ともに、その年齢及び発達の程度に配慮しなければならず、かつ、体罰その

他の児童の心身の健全な発達に有害な影響を及ぼす言動をしてはならない。 

 

しかし、法律で体罰が禁止されたからといって、すぐに体罰のない社会が

実現できるわけではありません。法律が変わったことはゴールではなく、こ

れから一人ひとりが意識して社会全体で取り組んでいく必要があります。 

※出典：体罰等によらない子育てのために ～ みんなで育児を支える社会に ～ 令和２年２月 厚生労働省「体罰

等によらない子育ての推進に関する検討会」 
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出典：厚生労働省ホームページより 
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コラム②『ヤングケアラー』 

「ヤングケアラー」とは、本来大人が担うと想定されているような家事や家族の世

話などを日常的に行っている、下記のようなこどもたちをいいます。 

ヤングケアラーは、年齢等に見合わない重い責任や負担を負うことで、本当なら享

受できたはずの、勉強に励む時間、部活に打ち込む時間、将来に思いを巡らせる時

間、友人との他愛ない時間等、「こどもとしての時間」と引き換えに、家事や家族の

世話をしていることがあります。ヤングケアラーと思われるこどもの置かれている状

況は様々であり、本人や家族がどのように現状を受け止めているかも様々です。 

また、本人や家族に自覚がないことも多いことから、まずは、ヤングケアラーと思

われるこどもに周囲の人たちが気づき、こどもの様子を気にかけ話を聞いたり、見守

ったりしていくことが大切です。 
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第２章 児童虐待の発見と対応  

 

１ 児童虐待の早期発見のポイント 

虐待は、家庭という密室で行われることが多いため、実際にその現場を第

三者が目にすることは極めてまれです。また、虐待は様々な形で隠されるこ

とが多いため、「もしや」という虐待の疑いを持つことは、こどもを守るため

にとても重要なことです。 

虐待は未然に防ぐことが第一ですが、それが困難な場合は、できる限り早

期に発見し、対応することが重要です。 

  児童虐待の早期発見に関しては、三重県教育委員会が「児童虐待気づきリ

スト」を作成しています。こどもや保護者などの状況が該当し、その状況が

継続する場合には「児童虐待」や「支援が必要なこどもとその家庭（要支援

家庭）」に該当する可能性があります。 

  下記のリストに複数（場合によっては１つでも）該当する場合は、市こど

も家庭センターもしくは三重県中央児童相談所へ連絡してください。 

 

 

《児童虐待気づきリスト（抜粋）》※令和５年１２月改訂 三重県教育委員会 

 

◆ 子どもの体に現れる様子から 

□不定愁訴、反復する腹痛、便通などの体調不良を訴える。 

□夜驚、悪夢、不眠、夜尿がある。（学齢期に発現する夜尿は要注意） 

□短期間のうちに、不自然なケガ（打撲によるあざ、火傷など）、繰り返すケガがある。 

□衣服が季節に適しない。汚れている。他のきょうだいと極端な差異が見られる。 

□身体、髪の毛、手足、口腔内が不潔で、時には、異臭がする。 

□体重の極端な増減など、これまでになかったような身体の変化が見られる。 

□虫歯の治療など、必要な医療ケアがなされていない。  

 

◆ 子どもの行動から 

（周囲との関係において） 

□警戒心が強く音や振動に過剰に反応し、手を挙げただけで顔や頭をかばう。 

□極端に甘えるかと思うと、些細なことで激しく怒り攻撃的になる。 

□向かい合って話そうとしても視線が合わない。合わそうともしない。 

□大人への反抗的態度や顔色を伺う態度、意図を察知した行動がある。 

□不自然に子どもが保護者と密着している。 

□必要以上に丁寧な言葉遣いやあいさつをする。 
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□乱暴な言葉づかい、他者への暴力を繰り返す。 

□わざと相手から怒られ、嫌われるような言動を繰り返す。 

□触れられること、近づかれることをひどく嫌がる。人を避けようとする。 

□他人へのいじめや生き物への残虐な行為がある。 

□友だちと一緒に遊べなかったり、孤立しがちである。 

□繰り返し嘘をつく、空想的な言動が増える。 

□保護者といるとき、いないときで極端に子どもの態度が違う。家に帰りたがらない。 

（本人自身の行動において） 

□深夜の徘徊や家出、喫煙、金銭の持ち出しや万引きなどの問題行動を繰り返す。 

□表情が乏しい。感情が不連続である。 

□自暴自棄な言動がある。 

□一度興奮すると落ち着くまでにずいぶんと時間がかかる。 

□ボーっとしている、急に気力がなくなる。 

□給食を異常なほどがつがつと食べるなど、食べ物への強い執着がある。 

□極端な食欲不振が見られる。 

□頻繁に保健室に出入りする。 

□机の周囲、ロッカーや鞄の中の整理ができず、持ち物をなくす。 

□落ち着かない態度、教室での立ち歩き、集中困難な様子である。 

□学校への提出物がほとんど提出されない。 

□体育や身体測定のときにはよく欠席する。 

□きょうだいの面倒を見るためや理由のはっきりしない欠席・遅刻・早退が多い。 

（性的虐待） 

□性的なことに極端に興味を持ったり、極端に嫌う。 

□年齢に不釣り合いな性に関する知識を持っている。 

□絵画や作文などに性的関係・接触を暗示させるようなものがみられる。 

□服の着替えを極度に嫌がる。 

□自分の殻に閉じこもったり、自傷行為を行ったりする。 

 

◆ 保護者の様子から 

（子どもへの関わり） 

□理想の押しつけや年齢不相応な要求がある。 

□発達にそぐわない厳しいしつけや行動制限をしている。 

□「かわいくない」「にくい」など差別的な発言がある。 

□きょうだいに対しての差別的な言動や特定の子どもに対して拒否的な態度をとる。 

□子どもに対して、繰り返し馬鹿にしてからかう、ことあるごとに激しく叱ったり、ののし

ったりする。 

□殴るなど子どもに暴力を振るう。大きな声で怒るなど、威圧的である。 
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□子どもを放置して適切な世話をしない。 

□病気やけがの時も病院へ連れて行かない。緊急性を感じていない。 

□子どもへの近づき方、距離感が不自然である。 

□子どもの普段の様子を具体的に語らない。 

（心身の状態） 

□精神科への受診歴、相談歴がある。（精神障害者保健福祉手帳の有無は問わない） 

□アルコール依存（過去も含む）や薬物の使用歴がある。 

□子育てに関する強い不安がある。 

□保護者自身の必要な治療行為を拒否する。 

（気になる行動） 

□些細なことでも激しく怒るなど、感情や行動のコントロールができない。 

□被害者意識が強く、事実と異なった思い込みがある。 

□他児の保護者との対立が頻回にある。 

（学校との関わり） 

□子どもを学校・園に登校（園）させない。 

□訪問しても子どもに会わせようとしない。 

□欠席の理由など、子どものことを尋ねると話に矛盾があり、不自然な言い訳をする。 

□保護者と連絡をとることができない。 

 

◆ 家族・家庭の状況から 

□夫婦間の口論、言い争いがある。 

□絶え間なくけんかがあったり、家族（同居者間の暴力）不和がある。 

□家中ゴミだらけ、異臭、シラミがわく、放置された多数の動物が飼育されている。 

□理由のわからない頻繁な転居がある。 

□近隣とのつきあいを拒否する。 

□必要な支援機関や地域の社会資源からの関わりや支援を拒む。 

 

 また、国からは、関係機関が市町村へ「気づき」の情報共有を行う目的のた

め、別添の「気づきのポイント情報提供ツール（※P30:妊婦版、P31：乳幼児

版、P32：学齢期以降版）」が示されていますので、保育所等から市町村もしく

は児童相談所への情報提供の際、総合的・多角的なこどもや保護者の理解のた

め、こちらもご活用ください。 
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２ 児童虐待の通告・情報提供 

虐待が疑われるこどもを発見したら、速やかに、津市や児童相談所に通告

しなければなりません。通告は国民の義務として法律に明記されています。 

 

◎児童虐待に係る通告義務（児童虐待防止法 第 6条第 1項） 

児童虐待を受けたと思われる児童を発見した者は、速やかに、これを市町村、都道

府県の設置する福祉事務所若しくは児童相談所又は児童委員を介して市町村、都道府

県の設置する福祉事務所若しくは児童相談所に通告しなければならない。 

◎要保護児童発見者の通告義務（児童福祉法 第 25 条） 

要保護児童を発見した者は、市町村、都道府県の設置する福祉事務所若しくは児童

相談所又は児童委員を介して市町村、都道府県の設置する福祉事務所若しくは児童相

談所に通告しなければならない。 

 

《児童虐待通告先》 

津市こども家庭センター  📞059-229-3284 

三重県中央児童相談所   📞059-231-5666 

児童相談所虐待ダイヤル「１８９（いちはやく）」 ※２４時間対応 

 

 

 

 

 

 

 

通告することは守秘義務違反にはあたらず、まずはこどもの安全が最優先

されることが、法令でも定められています。また、通告受理機関には通告元

を保護する責務が規定されています。 

 

◎通告義務は守秘義務に優先（児童虐待防止法 第 6条第 3項） 

刑法の秘密漏示罪の規定その他の守秘義務に関する法律の規定は、第 1項の規定に

よる通告をする義務の遵守を妨げるものと解釈してはならない。 

◎通告元の保護（児童虐待防止法 第 7条） 

通告を受けた市町村、都道府県の設置する福祉事務所又は児童相談所の所長、所員

その他の職員及び当該通告を仲介した児童委員は、その職務上知り得た事項であって

当該通告をした者を特定させるものを漏らしてはならない。 
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また、学校、児童福祉施設、病院その他児童の福祉に業務上関係のある団

体、その他児童の福祉に職務上関係のある者は、児童虐待を発見しやすい立

場にあることを自覚し、児童虐待の早期発見に努めなければならないとされ

ています。 

要支援児童等を把握した場合は、児童福祉法第 21 条の 10 の 5 を根拠に、

同意がない場合でも関係機関が把握した妊婦やこどもの情報を、要保護児童

対策地域協議会の担当部署（市こども家庭センター）に情報提供することが

可能です。 

 

◎虐待の早期発見（児童虐待防止法 第 5 条） 

学校、児童福祉施設、病院その他児童の福祉に業務上関係のある団体及び学校の教 

職員、児童福祉施設の職員、医師、歯科医師、保健師、助産師、看護師、弁護士、警

察官、婦人相談員その他児童の福祉に職務上関係のある者は、児童虐待を発見しやす

い立場にあることを自覚し、児童虐待の早期発見に努めなければならない。 

 

◎要支援児童等の情報提供（児童福祉法第 21 条の 10の 5） 

支援を要する妊婦や子ども等を把握しやすい関係機関は、その情報を市町村に対し

情報提供するように努めなければならない。 

 

 

３ 通告・情報提供するときのポイント  

⑴ 迷ったら連絡する 

「通告」という言葉は非常に重くて仰々しい印象を持ちがちですが、「通

告」は、こどもとその家族への「支援」の始まりとなります。「こんなこと

で連絡してもいいのだろうか」と悩む必要はありません。判断に迷うこと

があったら、まずは市こども家庭センターもしくは三重県中央児童相談所

に相談してください。 

⑵ 一人で抱え込まない 

児童虐待は，その発生要因が複雑であること、こども・保護者双方への

支援が必要であることなどから、個人での対応には限界があります。一人

で抱え込まず同僚や上司と相談し、団体全体での対応に努めてください。 

⑶ 記録に残す 

児童虐待においては，虐待の疑いを持ったときから記録に残すことが大

切です。また、記録に残す際には「事実」と「推測」を切り分けて記載

し、可能な限り、写真や動画として保存してください。 
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《関係機関向け：通告・情報提供するときの具体的なポイント》  

  

１ こどもの基本情報（氏名・年齢・住所・家族構成など） 

・住所が不明の場合は、「○○マンションの 3階」など可能な限り特定でき 

る情報を提供。 

・虐待が他のきょうだい児にも向いていないか。 

２ 虐待の具体的な内容と程度、頻度や時期 

・いつから、どのような虐待を受けているか。 

・具体的な時期や時間帯。 

・誰からの虐待か、父か、母か、その他の家族か。こどもを守る協力者はい 

るか。 

３ 現在のこどもの状態 

・通告する時点で虐待を受けている最中か、そうでないか。 

・こどもに傷やあざ、けががある場合はその程度など。 

４ 調査・支援の糸口となる情報 

・そのこどもやきょうだい児が在籍する保育所、幼稚園、学校等があるか。 

５ 「要支援児童」と思われるこどもの状態 

・こどもの気になる状態を具体的に伝える。 

６ 家庭の状況（こどもの発達・成長に影響を与える状況があるか） 

・保護者の精神状態、経済面の問題・支援者の不在、夫婦関係などの課題。 

・保護者自身が育児不安を訴えている状況か。 

 

 

 

コラム③～『こどもの「誰にも言わないで」どう対応しますか？』～ 

虐待が疑われるこどもを発見したら、誰もが、津市こども家庭センターや児童相談所へ

通告の義務があり、守秘義務に優先することは法律に明記されています。（P11 参照） 

保育園や学校などで、こどもから、虐待を受けたことを「誰にも言わないで」と告白さ

れることがあります。そんな時は、「あなたが安全に生活することが一番大切だから、守

ってくれる人に相談する」ということを伝えた上で、「みんなの知恵や助けを借りてあな

たを守っていくつもりであること」を説明しましょう。 

通告や情報提供が、こどもを守るための行動であり、身体的・心理的負担の軽減につな

がることを丁寧に説明し、今後の対応につなげていくことが大切です。 
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４ 相談・通告後の対応の流れ 

 

市こども家庭支援センターや児童相談所において虐待の通告を受け付けた

場合、まず初めに（緊急）受理会議を開催し、家庭の実情把握方法、こども

の安全確認の時期や方法（※原則４８時間以内に、市や関係機関がこどもの

安全確認を行います。）、一時保護の要否等を検討します。 

  本市においては、通告等の内容から一時保護が必要等こどもの安全に関す

る危機的状況と考えられる場合は、児童相談所に送致します。 

  把握できた情報をもとに、（緊急）受理会議において、支援方針を決定

し、それに基づいた支援の実施を行います。 

その後は、支援・指導等を行いながら、支援目標の達成状況について確認

を継続し、随時支援内容の見直しを行います。 

また、必要に応じて、個別事例検討会議を開催して関係機関との情報共有

や今後の支援体制の協議、進行管理をしながら、関係機関と連携して、必要

な在宅支援を行います。 

個別事例の支援状況等については、実務者会議の結果報告や個別事例検討

会議の場を通じて、関係機関に定期的に報告し、要対協構成機関間の情報共

有を図ります。 
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第３章 児童虐待の防止と支援体制 

１ 児童虐待防止に対する支援体制（相談機関） 

 ⑴ 津市こども家庭センター 

本市では、令和６年４月から、これまでの児童福祉と母子保健の機能を

統合し、すべての妊産婦、子育て世帯、こどもへ一体的な支援を行う「こ

ども家庭センター」を設置しました。妊娠期から子育て期にわたる切れ目

ない相談支援を行い、児童虐待の発生予防と早期発見に努めています。 

 相談内容 時 間 ※平日のみ   問い合わせ 

子育ての悩み 9:00～17:00  こども家庭相談担当 （専用ダイヤル：059-229-7830） 

こどもの発達 8:30～17:15  発達支援担当：059-229-3374 

こどもの虐待 8:30～17:15  こども家庭相談担当：059-229-3284 

DV・離婚など女性の

抱える問題 
9:00～17:00 女性相談 （専用ダイヤル：059-229-3400） 

 

これまで「子育て世代包括支援センター」として運営してきた市内１０

か所の保健センターと５か所の子育て支援センターは、「津市こども家庭セ

ンター」の「こども子育て支援拠点」となります。子育て世代の身近な相

談窓口としてご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健センター内 (10か所) 電話番号 住所

中央 229-3164 西丸之内23-1 (津リージョンプラザ1階)

久居 255-8864 久居新町3006 (ポルタひさい1階)

河芸 245-1212 河芸町浜田774

芸濃 266-2520
芸濃町椋本6141-1

  (芸濃保健福祉センター内)

美里 279-8128 美里町三郷44-1

安濃 268-5800 安濃町東観音寺418 (サンヒルズ安濃内)

香良洲 292-4183 香良洲町2167 (サンデルタ香良洲内)

一志 295-0112 一志町井関1792 (とことめの里一志内)

白山 262-7294 白山町川口892

美杉 272-8089 美杉町八知5580-2 (美杉総合文化センター内)

子育て支援センター (5か所) 電話番号 住所

桜橋子育て支援センター 225-4500 桜橋三丁目204 月・火・木・金

たるみ子育て支援センター「かるがも」 224-8801 垂水1300 (たるみ子育て交流館内) 月・水～金

芸濃子育て支援センター「ぷちぷち」 265-5537 芸濃町椋本6146-2 (げいのう　わんぱーく内) 月～水・金

安濃子育て支援センター「わくわくランド」 268-5832 安濃町東観音寺418 (サンヒルズ安濃内) 月～木

香良洲浜っ子幼児園子育て支援センター 292-3499 香良洲町5722 (香良洲浜っ子幼児園内) 月～金
9時～12時

13時～15時

市内15か所のこども子育て支援拠点

10時～12時

13時～16時

時間等（祝・休日、年末年始を除く）

相談時間

月～金（祝・休日、年末年始を除く）

8時30分～17時15分

※事前連絡のうえ、おこしください。

8時30分～12時

※12時～17時15分の時間帯は

事前連絡のうえ、おこしください。

※事前連絡のうえ、おこしください

8時30分～12時

※12時～17時15分の時間帯は

事前連絡のうえ、おこしください。

※事前連絡のうえ、おこしください
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⑵ 三重県中央児童相談所 

児童相談所は、児童福祉法に定められた相談機関であり、一義的な相談

窓口である市町の後方支援機関として、児童についての相談のうち、専門

性を要する事例や児童虐待など難しい事例に対応する行政機関です。 

 相談内容（例）  時 間 
 

 問い合わせ 

 ・児童虐待相談への対応 

・事情があって、家庭でこどもを育てられない。 

・家庭でのこどもの問題行動（暴力や家出）など 

・療育手帳判定業務 

・里親になりたい方の相談  等 

8:30～17:15 （土・

日曜日、祝日、年末

年始を除く） 

 059‐231-5666 

※虐待かもと思ったら、

児童相談所虐待対応ダイ

ヤル１８９（いちはやく） 

 

 

⑶ 児童家庭支援センターたるみ 

児童福祉法に基づく、こどもや家庭の悩みを相談できる専門機関です。 

 相談内容  時 間 
 

 問い合わせ 

こどもや家庭の悩み全般 

9:00～16:00  

（緊急時は 24時

間受け付け） 

 090-1744‐2960 

※日時はご相談下さい。匿名でも構いま

せん。秘密厳守で相談は無料です。 
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２ 児童虐待を防止する取組（子育て支援サービス） 

こども家庭センターは、子ども・子育て支援法において、一般子育てに関

する相談などにも応じ、「地域子ども・子育て支援事業」などの適切な支援に

つないでいく役割を担っています。それらを適切に利用することは、虐待の

未然防止にもつながります。 

 

※各事業の詳細や、その他の子育て支援サービス、各種相談窓口に 

ついては「津市子育てハンドブック」をご覧ください。  

 

① 津市ファミリー・サポート・センター 

子育ての手助けができる方（提供会員）を子育ての手助けが必要な方（依

頼会員）に紹介し、相互の信頼と了解の上で一時的にお子さんを預かる会員

組織です。 

◆対象者：おおむね生後３、４か月児～小学校卒業までの児童 

◆問合せ・連絡先：特定非営利活動法人津子ども NPO センター 

津市大里窪田町 2709 番地 1（JR 一身田駅前） 

☎059-236-0120（受付時間 8：30 ～19：00） 
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② 津市子育て支援ショートステイ 

家庭で一時的にこどもの養育が困難になった時（保護者が、病気・出産・

冠婚葬祭・出張・家族の病気などの看護・育児疲れ等）、児童福祉施設等に預

けることができます。 

◆対象者：津市内に在住する家庭の 0歳から 18 歳未満のこども 

     家庭で夫の暴力により緊急的に一時保護を必要とする母子 

◆内 容：食事、その他身の回りの世話などを行います。 

◆期 間：原則１回７日以内 

◆料 金：課税状況に応じて決定（生活保護世帯・一人親世帯減額あり） 

◆問合せ・連絡先：こども家庭センター ☎059-229-3284 

 

③ 津市病児・病後児保育 

保護者が仕事や出産、冠婚葬祭などの社会的にやむを得ない事情で、病気

中（病児）や病気回復期（病後児）にあるお子さんの保育が家庭で困難な場

合、看護師や保育士などが専用施設で一時的にお子さんをお預かりします。 

 

 

 

 

 

 

◆問合せ・連絡先：保育こども園課 保育運営担当 ☎059-229-3167 

 

④ 一時預かり（一般型・余裕活用型） 

家庭において一時的に保育を受けることが困難になった乳幼児について、

保育所等で一時的に預かり、保育を行います。 

  ◆対象者：生後６か月児から小学校就学の始期に達するまでの乳幼児 

  ◆内 容：利用期間・利用料・利用申込方法等は各保育所等に直接問合せ 

  ◆問合せ・連絡先：保育こども園課 保育運営担当 ☎059-229-3167 

 

⑤ 津市子育て世帯訪問支援事業 

家事、育児等に対して不安や負担を抱える子育て家庭、妊産婦、ヤングケ

アラー等がいる家庭に訪問支援員が訪問し、家庭が抱える不安や悩みを傾聴

し、家事及び育児等の支援を行います。 

◆対象者、支援内容、料金等は下記までお問合せください。 

◆問合せ・連絡先：こども家庭センター ☎059-229-3284 
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⑥ 津市産前・子育て応援ヘルパー派遣事業 

津市に居住し、妊娠・出産・子育てに対して不安や負担を抱え、日常生活

に支援を必要とする家庭に、ヘルパーがご自宅を訪問し、家事や育児等の支

援を行います。 

◆対象者：津市に住民票がある妊娠中または就学前の児童を養育している 

人で、日中、家族等の支援が得られない人 

  ◆利用時間：最大４８時間/年間（多胎児家庭は最大９６時間/年間） 

        原則、１回２時間まで ※特別な事情がある場合は要相談 

  ◆料 金：１時間あたり １，０００ 円 

※市町村民税非課税世帯・生活保護世帯：無料   

◆サービス内容： 

・おむつ交換の補助、沐浴の補助 

・食事の支度や片付け  

・外出の付き添い など 

※詳しいサービス内容は、津市ホームページでご確認ください。 

   

◆利用の流れ： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◆問合せ・連絡先：こども家庭センター ☎059-229-3284 
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第４章 要保護児童対策地域協議会の仕組みと役割 

 

１ 要保護児童対策地域協議会の概要 

⑴ 要保護児童対策地域協議会（要対協）とは 

虐待を受けているこどもをはじめとする支援対象児童等の早期発見や適

切な支援を図るためには、関係機関がそのこども等に関する情報や考え方

を共有し、適切な連携のもとで対応していくことが重要であり、こうした

多数の関係機関等の円滑な連携、協力を図るために要保護児童対策地域協

議会を置くように努めることとされています。（児童福祉法第２５条の２第１項） 

《支援対象児童等》 

要保護児童：「保護者のいない児童又は保護者に監護させることが不適当であると認

められる児童」  

要支援児童：「保護者の養育を支援することが特に必要と認められる児童（要保護児

童を除く）」  

特定妊婦 ：出産後の養育について、出産前において支援を行うことが特に必要と認

められる妊婦 

 

⑵ 要対協構成機関の機能 

要対協は、構成機関に対して守秘義務を課すとともに、要保護児童等に 

関する情報の交換や支援内容の協議を行うために必要があると認めるとき 

は、関係機関等に対して資料又は情報の提供、意見の開陳その他必要な協 

力を求めることができます。 

 

《要対協が扱う情報について》 

・要対協の構成機関内における情報共有は、守秘義務違反にならない。 

（児童福祉法第 25条の 2第 2項）  

・要対協は必要に応じて、要対協に構成されていない機関等に対しても、資料ま

たは情報の提供、意見の開陳その他必要な協力を求めることができる。 

（児童福祉法第 25条の 3）  

・要対協の構成員（過去構成員だった者を含む）は、正当な理由なく、要対協で

知り得た情報を漏らしてはいけない。      （児童福祉法第 25 条の 5）  

・守秘義務に反し、秘密を漏らした場合には、1年以下の懲役又は 50 万円以下の

罰金に処せられる。              （児童福祉法第 61 条の 3） 

 

⑶ 調整機関の明確化 

要対協を構成する機関の中から、要保護児童等に対する支援の実施状 
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況の把握や関係機関等との連絡調整を行う「調整機関」を置くこと、と 

されています。本市においては「津市こども家庭センター」がその役割 

を担います。 

 

２ 津市児童虐待防止等ネットワーク（要対協） 

津市では平成 18 年から要対協「津市児童虐待防止等ネットワーク」を設置

し、以下の活動を行っています。 

《活動内容》 

⑴ 要保護児童等の発見から支援に至る方策の検討及び実践  

⑵ 要保護児童等の実態把握  

⑶ 児童虐待防止・配偶者等からの暴力の防止についての地域社会への啓発  

⑷ 児童虐待防止・配偶者等からの暴力の防止についての情報交換及び研修  

⑸ 児童虐待防止を推進するための幅広い関係機関、団体等との連携  

⑹ 配偶者等からの暴力による被害者の保護の関係機関、団体等との連携  

⑺ その他児童虐待防止及び配偶者等暴力の防止に関し必要と認めること 

 

《津市児童虐待防止等ネットワーク構成機関一覧（全４６団体）》  ◎は調整機関 

三重県 中央児童相談所 法務局 津地方法務局人権擁護課 

女性相談所（女性相談

支援センター） 

公共的団体等 津地区医師会 

津保健所 久居一志地区医師会 

津警察署 津歯科医師会 

津南警察署 津市民生委員児童委員連合会 

市内施設等 乳児院 津保護司会 

児童養護施設 津市人権擁護委員会 

児童家庭支援センター 津市自治会連合会 

母子生活支援施設 津子どもＮＰＯセンター 

保育所 津市社会福祉協議会 

地域型保育事業所 市役所 人権課 

教育関係 幼稚園 男女共同参画室 

認定こども園 保育こども園課 

小学校 こども政策課 

中学校 こども家庭センター◎ 

義務教育学校 障がい福祉課 

教育研究支援課 援護課 

人権教育課 健康づくり課 

生涯学習課 各総合支所市民福祉(福祉)課 



23 

３ 津市要保護児童対策地域協議会の構成 

 

○全体（代表者）会議 

関係機関を代表する者で構成され、全市的な児童虐待対策の推進や関連事

業の総合調整など、ネットワークの活動を総括する協議を行います。 

○実務者会議 

関係機関の実務担当者で構成され、各事例の情報収集や情報交換による実

態把握等を行うとともに、事例検討会議で検討された支援の方策を関係機関

とともに実践する役割を担います。津市では、主に中央児童相談所が進行管

理するケースの「要保護児童等進行管理会議」を兼ねて年３回、「警察署との

連携会議」として年１回「実務者会議」を開催していましたが、令和６年度

からは「要保護児童等進行管理会議」の時期に合わせ、あらたに「特定妊婦

に係る連携会議」「施設退所予定者に係る連携会議」を開始しました。 

○事例検討会議 

こどもや養育者に直接関わりのある関係機関の担当者で構成され、情報交

換や具体的な支援策を検討するための会議です。会議は適時開催し、必要な

情報を共有して、課題や問題点を抽出し、具体的な支援方法と各関係者の役

割分担を決定します。要対協に位置付け、守秘義務の遵守を徹底した上で行

います。 
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